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背景：平成 年度の土地改良法改正により，土地改良事業実施の原則として「環境との調

和への配慮」が位置づけられた ）．タガメ（以下本種）は水田水域の群集構造に大きな影響を

与える上位捕食者であり ，農村生態系における指標生物である ．しかし近年，本種の生息

数は減少しており ，絶滅危惧Ⅱ類に指定されている ほか，令和 年 月に｢特定第二種国内

希少野生動植物種」に指定された ．以上のことから保全が急務の課題であるが，本種の生活

環に関する報告は断片的であり，知見の集積が求められている．

既往研究：日鷹・市川 は，標識再捕獲法調査により本種の活動期における生活場所移動の

事例と，電波発信機（電池寿命約 週間）を用いた追跡調査により本種が越冬期に竹林の林床

を利用する事例を報告した．しかし，用いられた電波発信機は生活史全般を明らかにするには

電池寿命が短く，越冬個体の報告も 例に留まる．そこで本研究では，超小型かつ長寿命の電

波発信機 に着目した． （ 社製；11×5.2×5 ㎜， ｇ）は 秒間隔で

電波を発信し，電池寿命は 日と長い．類似の電波発信機を用いた昆虫類の研究は海外で進

んでおり，クワガタ やハチ 等で先行事例があるが本種に関する報告はなく，その適用可能

性は不明である．

目的： を用いた追跡調査により本種の生活環に伴う生活場所移動を明らかにするこ

とを目指す．ただし，電波発信機を用いた追跡調査においては発信機装着が個体に及ぼす影響

の評価が必要である ．そこで本研究では，本種への 適用可能性の検討を目的とした．

方法：研究の流れを に示す． ダミータグ作成と接着：：ダミータグ作成

を模したダミータグを，エポキシパテ（セメダイン；エポキシパテ プラ用）・ワイヤー（八幡

ねじ；超極細ワイヤーロープ 線形 ㎜）を用いて つ作成した．エポキシパテにはつり用

鉛を混入させ，重量調節を行った．：ダミータグ接

着 作成したダミータグを 個体に接着し，それら

を接着区とした．接着方法は既往研究 と同様に接

着剤を使用した．なお，接着部位は飛翔への影響が

少ないと考えられる小楯板とした． タグ接着に

よる影響の評価：ダミータグ接着区 個体と性比が

同じ 個体をコントロール区として同条件下で

日間飼育し，比較実験により次の 点を評価した．
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：呼吸への影響評価 接着区のタグ接着による呼

吸への影響と死亡個体の有無を観察した．：摂餌へ

の影響評価 接着区の摂餌の観察を行った．また，

実験前後での接着区とコントロール区の体重変化

を比較した．：飛翔への影響評価 歩行では外に出

られない容器（ × × ㎝，蓋無し）に接着区

を入れ，翌朝個体が容器外に出ているか確認した．

による探索可能性の検討： ： の電波受信可能距離の確認 本種が生息す

ると考えられる環境（畦畔上，水中，法面に囲まれた排水路，林床上）に を設置した．

設置位置から徒歩移動しながら受信機（ ；ワイドバンド コミュニケーションレシーバ

ー ）を用いた受信を行い，受信できなくなった位置を記録した． ：試験的な野外追跡

調査 接着個体 個体を野外放逐し，前述した受信機を用いて追跡を行った．

結果： タグ接着による影響の評価： ：呼吸へ

の影響評価 観察中，接着区で呼吸が困難な個体は

確認されず，死亡個体は 個体であった． ：摂餌

への影響評価 接着区 個体の飼育水槽で残餌と見

られるトウキョウダルマガエルが確認された．ま

た，タグ接着前後の接着区とコントロール区の体重

変化を 検定で比較したところ，有意な差は認め

られなかった（ ） ２）． ：飛翔への影

響評価 個体が容器外で発見された． による探索可能性の検討： ：

の電波受信可能距離の確認 畦畔上で ，水中で ，法面に囲まれた排水路で ，林床

で まで受信を確認した ．：試験的な野外追跡調査 放逐から 日目， 日目に

放逐した場所で受信を確認した．しかし，放逐から 日目以降追跡できなかった．

考察： タグ接着による影響の評価： ：呼吸への影響評価 死亡個体が 個体であった

ことから，呼吸への影響は無いと考えられた．：摂餌への影響評価 残餌が確認され，体重変

化に有意な差が見られなかったことから，摂餌への影響は無いと考えられた． ：飛翔への影

響評価 個体が容器外で発見されたことから，飛翔可能であることが示唆された．

による探索可能性の検討： ： の電波受信可能距離の計測 遮蔽物に囲まれた

環境では受信距離が減衰し，最短で まで近づく必要がある．：試験的な野外追跡調査 電

波受信できなくなった原因として，遠方への飛翔移動・鳥類による被捕食が考えられた．

今後の予定：タグ接着による本種への影響は無いと考えられたため，次年度以降追跡調査を

行う．ただし，遮蔽物に囲まれた場合の受信距離が であることから，放逐個体を増やした

上で複数人による広範囲の追跡を行う必要があると考えられた．
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Fig. 2 Weight variation before and after bonding 

Fig. 3 Coverage area 
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